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～発育を決し
て障害するものではなく,む しろ組織の発育

を促進する作用をもつている｡す なわち,抗 生物質は感

染症の起炎菌に対 して拮抗作用を発揮すると同時に病巣

部組織に対しても賦活作用をおよぼし,生 体の治癒能を

強めるもの と考えられる｡一 方,抗 腫瘍性物質中,ナ イ

トロミンとザルコマイシンは臨床酌使用量において,い

ずれ も培養組織の発育を抑制する作用をもつている｡い

ずれに しても」抗腫瘍性物質は悪性腫瘍に対 して特異的

にはた らくのみならず,生 体組織に対 しても障害作用を

・与えるものと考えられる
｡

(13)抗 体 産 生 に 及 ぼ す 諸 種 抗 腫 瘍 物

質 の 影 響

中 沢 昭 三

(京都薬科大学微生物,東 大伝研第五研究部)

久 野優 ・今井圭子 ・奥野泰男｡重 松謹子 ・

田中敏 男(京 都薬科大学微生物)

私共は諸抗腫瘍物質の生体に及ぼす影響に就いての一

`実験 として腸チブスVacci
ne注 射家兎の抗体産生機能

に及ぼす影響に就いて検討した結果,次 の如き成績を得

た｡

(1)Sarkomycin,ActinomycinCに 就いては普通

用量注射群に於ては何等特異な変化は認められず,之 等

の更に低濃度 注射群に於ては反つて抗体産生機能の土充進

が認められた｡次 にCarzinophilinに 就 いては前2者 と

異 り,普 通用量注射群,或 はそれ以下の注射群は何れも

著明な抗体産生機能土充進が認められた｡

(2)之 等抗腫瘍物質1回 注射による正常抗体価,及

び免疫抗体価に及ぼす影響は何れも認められなかつた｡

(3)試 験管内抗原,抗 体反応としての凝集反応に対

しても,之 等抗腫瘍物質は何れも影響を示さなかつた｡

(14)Mitomycinの 抗 腫 瘍 性 に 関 す る

研 究

酒 井克 治 ・吉村輝久雄 ・林 敬三 一

丸井富士也｡木 村準一｡沢 田 晃 ・橋間健一

大阪市立大学医学部外科学教室

(指導:白 羽弥右衛門教授)

私 どもはMitom㌢ci獄Xを 中心として他の抗癌剤5種

くNitrogenmustardN・-oxide,Carzinophilin,8-Aza・ ・

guanine,Sarkomycin,Triethylenthiephosphoramide)

との併用効果を検討した｡

実験動物には209前 後 のNA2均 一 系マウスの雄を

用い,教 室保存の`Ehrlich腹 水癌を被験マウスの腹腔内

に接種 し,24時 間 目より連 日10周 間各薬剤を腹腔内に

投与 し,毎 日各群のマウスの体重を測定 した｡体重の変動

より推察すると,TESPAとMitomycinと の半量併用

時の曲線がもつ とも正常曲線に近いことがわかつた｡な

お延命効果ではMitomycinとCarzinophilin,Sarko.

mycin,TESPAと の併用時においてやや延命効果を認

め,と くにSarkomycinと の併用時は最もよい効果を

えた｡

一方Mitomycinを 臨床に試用 し,そ の効果を迫求 し

た｡Mitomycinは 動脈内挿管投与法によるか,ま たは

静脈内注射,腫 瘤内浸潤注射法によつて1日1～2mg

を投与 した｡投 与期間は3～144日;投 与総量は3～61

mgで ある｡

とくに動脈内挿管投与法を行つた症例群の うちには臨

床症状の改善をみたものが多く,1例 では胃癌再発腫瘤

が消失 し,体 重増加とともに食欲は著 しく充進し,貯 溜

していた腹水は全く消失した｡直 腸癌患者では潭時試験

切片を とり,腫 瘍組織の変性像を追求 したが,壊 死部の

拡大,腫 瘍細胞の膨化,核 濃縮が著しかつた｡し か し投

与後まもなく,一 旦縮少した腫瘤が再び増大 して来た症

例もみられた｡副 作用としては白血球減少症がまず第1

にあげられるが,投 与中止 とともに直ちに恢復の徴がみ

られた｡勿 論動脈内挿管法に基いて投与 した場合には静

脈内に投与した場合の約2倍 量を投与しえている｡そ の

他,肝 機能,腎 機能についても検索を行つたが,著 変を

示 した ものは1例 もない｡

(15)MitomycinXの 実 験 的 研 究

芝 茂 ・伊藤一二 ・田 口鉄男

大阪大学微生物病研究所臨床研究部外科

赤 木 朝 治

化 学 療 法 部

我々は,MitomycinX(以 下MXと 略 称)に 関する

生化学的な面よりの抗腫瘍性,並 びに作用機作について,

現在迄に得た成績を報告した｡

1・ 抗腫瘍性;Ehrlich腹 水癌に対する延命効果は

ETC移 植後1日 目より連続5日 間腹腔内にMXを 投

与すると,2,525mcg10mcg20mcg/mouseで 明 らか

な延命効果を認め,特 にLDsoの 略1110に 当 る10mcg

/mouseで は対照に比し23日 の延命効果を認めた｡

皿｡担 癌マウス肝カタラーゼ(以 下 「カ」 と略称)活

性におよぼす影響;ETC移 植後12臼 目で肝 「カ」活

性は正常値の1/3に 低下するが,MXを 移植後1日 目,

5日 目か ら連続5日 問12mcg/mouse投 与 した群では明

らかな活性低下抑制効果がみられ,特 に移植後1日 目か

ら投与した群では,移 植後20日 におよぶも活性は正常

値であつた｡

皿・作用機作;作 用機作解明の1手 段として,癌 細
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幽 発育Energy供 顯 として,主 な役割を演じてい

る 嫌 気 的解 糖,呼 吸 に 対 す るMXの 作 用 を,Warburg

検 圧 計 を 用 い て 検 し,又 乳 酸 の 定 量 はSummersonの

比 色法 に よつ た｡

Glucese,fructoseを 基 質 とす る嫌 気 的 解 糖 は,MX

200mcgで 約35%の 阻 害 が み られ た｡

呼吸 に対 して は,MX200mcgで 自家 呼 吸 に は 阻 害 な

く,グ ル タ ミ ン酸 を 基 質 とす る呼 吸 はMX100mcgで

・45%の 阻 害 を 示 した｡

更 に こ の詳 細 を検 索 し よ うと して,MXに 最 も強 い

感 受 性 を 示す 枯 草 菌 を用 い て実 験 した｡MX50mcgで

そ の 自家 呼吸 を 阻 害 しな い が,コ ハ ク酸,リ ン ゴ酸,ク

エ ン酸,ブ マ ー ル酸,グ ル タ ミ ン酸 を 基 質 とす る呼 吸 は,

MX20mcgで 強 く阻 害 され,5mcgで も 明 らか な 阻 害

が み られ た｡

そ のterminalrespirationの 阻 害 部 位 を 追 究 す る為

に,コ ハ ク酸 を基 質 と した 実 験 でMbを 添 加 す る と阻

害 は 回 復 し,KCN,Mbを 添 加 し た 系 で脱 水 素 酵 素 活

性 を測 定す る と,MXは 全 然阻 害 せ ず,又Cytochrom

Coxidase(基 質;P-Phenylendiamine)に も 全 然 阻

害 を示 さな か つ た｡

故 に,MXは 少 く と も枯 草 菌 の 静 止 菌 に 対 し て は

Cytochrombとcの 間 を 障碍 す るの で あ ろ う と推 測 し

て い る｡

(16)Phenylthiourea系 並 び に

Tellurium化 合 物 の エ ・…n・n・n・n・一ル

リヒ腹 水 癌 に 及 ぼ す 影 響

榊原 栄一・・湯 井健 次郎

大阪学芸大学衛生学研究室

亜 テ ル ール 酸 を始 め2,3のTe化 合 物 が結 核 菌,ジ

フ テ リア菌 等 に 摂 取 還 元 され,金 属Teと な つ て 沈 着

し,菌 の発 育 を抑 制 す る こ とか ら,吾 々 は 既 報 の 如 き

1)iaryltelluride化 合 物 の 抗 癌 性Sereening-testの 田

的 でEhrlich腹 水 癌 に対 す る延 命 効 果 を実 験 した｡

腫 瘍 細 胞10万 コを 均一 系NAO2雄 マ ウ ス の腹 腔 に

接 種 し,24時 間 後 よ りオ リーブ 油 に懸 濁 したTe化 合

物 を それ ぞれ1mgつ つ毎 日腹 腔 内 に注 射 した結 果,供

剤21種 の うちDi-o--tolyltelluriumdichlorideは 有 望

で既 知 の抗 癌 剤CarzinophilinやSarkomycinに 比 し

て 損 色は な か つ た｡た だ こ れ らは いつ れ も不 溶 性 で あ る

た め静 注 出来 な かつ た のが 残 念 で あ つ た｡

次にThiourea系 誘 導 体 に つL・ て実 験 を行 つ た が,

こ れ らの 多 く もや は り難 溶 性 の た め オ リー ブ 油 又 はC.

M.Cに 懸 濁 し,そ のM小100濃 度 の もの を0.1ccと し

て注 射 した とこ ろ,各 剤 と も対 照 の オ リーブ 油0.1cc

の注 射 群 に比 し優 つ て い る ものは 認 め ら れ な か つ た｡

Phenylthiourea(以 下pと 略 す)は 可 溶性 で あ る の で,

これ をCoba1tousbis-histidinechelatecompoUnd(以

下C,H.C.と 略 す)の 配 位 子 と して 用 い た とこ ろ皮 下,

静 脈,腹 腔 の い つ れ の 場 所 へ 注射 して もP単 独 と異 り

LDso量 の10倍 を 用 い て もShock死 は まぬ が れ 然 も 特

異性 が 発揮 され た｡と くに腹 腔 内 注射 の場 合に はCar-

zinophilinよ りも更 に 数 日の延 命 が 認 め られ た｡こ の現

象 を 位 相 差顕 微 鏡 で 観 察 した 成 績 と合 せ 考 え る とP-C..

H.C.は 他 の 供 剤 や 対 照 と異 りCarcinolyticactionが

発 現 され て お り,又P--C.H.C.は マ ウ ス正常 肝 を粗 酵

素 と したSuccinoxidation阻 害 効 果 は 認 め られ ず,腫

瘍 細胞 のSuccinoxidase阻 害 を 起 す が,こ とにCytoch-

romeoxidase阻 害 が 特 異 的 であ つ た(終 末 濃 度10-3M

で 阻 害 率50%程 度).こ の こ とは さき に榊 原 がC.H.C

を担 体 として8-Azaguaninを 配 位 子 と して 用 い た 抗 腫

瘍 性 とそ の作 用 機 作 を一 に す る もの で あ る と考 え る られ

る ので,一 先 づ 予 報 的 に 報 告 した｡

(17)ピ リダ ジ ン誘導 体 の抗腫 瘍性 ス

ク リーニ ングテ ス トに つ いて

中林 登 ・川井 昭 ・谷内岩男 ・佐柳太郎

阪大微研化学療法研究部

ピ リダ ジ ン誘 導 体27種 の 抗 腫 瘍 性 に つ い て,マ ウ ス の

エ ール リッ ヒ腹 水癌 を用 い て,ス ク リー ニ ソグ テ ス トを

行 つ た｡

1)ctkマ ウ スに エ ー リル ッ ヒ腹 水癌 細 胞100万 個 を

接 種 した 時 の 生 存 日数 は,総 数110例 の 成 績 で は 平 均

11.5日,標 準 偏 差2.6日 で あ る｡従 つ て て 平 均 値 の 標 準

誤 差 は0,24日 で,そ の 上 限 は 危 険 率1%で12.1日 で あ

る｡そ こで 投 与 群 の 平 均 生 存 日数12・2日 以 上 の もの を

以 て 延 命 した も の と考 えた｡

2)以 上 の 方 法 に よ り判 定 す れ ば 大 部 分 無 効 で あ るが,

3--methoxy-6-methylthi◎pyridazine,methy1-一 一s-triazo・

10r(4,3-b)-pyridazine--6-sulfone,3-chloror6--acethy｡

1aminopyridazine-1-exide,3-thioレ6-acethylamino-

pyridazine,3-amino-6--methylthiopyridazine・ 及 び

1,5--dimethyl・-s-triazal(ト(4,3-a)quinoxalineの6つ

は 著 明 で は な い が,何 れ も延 命 効 果 を 認 め,更 に 第2次

ス ク リー ニ ング テ ス トに 供 し得 る もの で あ る と考 え られ

る｡
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(18)Actinomycinの 鉄 代 謝 に 関 す る

そ の 後 の 研 究

伊藤上二 ・藤井武彦 ・堀 野一・男

大阪大学微生物病研究所臨床研究部外科

(主任 芝茂助教授)

Actinomycin1048A(ACM)と 網 内系との関係につ

いては,す でに数次にわたつて報告して来た｡

今回,ACMの 網 内系に対する作用選択性を機能の彌

から観察する目的で,網 内系機能 と密接な関係にある鉄

代謝におよぼすACMの 影響を追究した｡

臓 器ノン■…一ヘ ミソ鉄は米山,紺 野氏法により4つ に分

劃 し,Zondeck氏 法により定量した｡血 清鉄はKitzes

氏法によつた｡臓 器カタラーゼ活性は藤田氏法に従い,

血液および血漿カタラーゼ活性は山形氏法を用いた｡

1.ACM投 与時には,肝 ヘモジデ リンPl,肝 ブ エ

リチンPIIお よび肝PI十PIIは 変化がない｡脾PIは

変化がな く,脾PIIお よび脾PI十Pllは 減少する｡血

清鉄は増加 し,胆 汁内排泄鉄は減少する｡ま た,肝 およ

び脾カタラーゼ活性は低下し,血 液カタラーゼ活性は変

化がなく,血 漿カタラーゼ活性は極度に低下する｡

2.肝 細胞障碍時(四 塩化炭素)に は,肝PIは 変化

がなく,肝PIIお よび肝Pi十Priは 極度に減少する｡

脾・Plは 増加し,脾P{1は 減少し,脾Pl十Pnは 増加

する｡ま た,肝 カタラーゼ活性は極度に低下 し,脾 カタ

ラーゼ活性は増加する｡血 液カタラーゼ活性は軽度に低

下 し,血 漿カタラーゼ活性は極度に増加する｡

3.網 内系順塞時(墨 汁)に は,肝 および脾カタラー

ゼ活性は変化がなく,血 漿カタラーゼ活性は低下する｡

4.網 内系刺戟時(ハ イポ)に は,血 液カタラーゼ活

性は変化がなく,血 漿カタラーゼ活性は極度に増加する◎

以上の成績を総括すると,ACM投 与の場合は,網 内

系填塞時の成績に近似 している｡こ のことはGOLDECK,

CRAFTS等 の網内系填塞時には血清鉄が上昇するとい う

成績,ま た,網 内系機能低下の際,血 漿カタラーゼ活性

が低下するとい う山形,朝 長等の成績と良 く一致 し,私

達の研究室におけるACMの 網内系に対 して作用選択

性を有するとい う他の一連の実験成績 と軋を一にしてい

る｡

(18の 追 加)ア クチ ノマイ シン投与動物

に発生 した肉腫につ いて

川俣順一・・川井 昭 ・中林 登

阪大微研化学療法研究部

我 々は ア ク チ ノマ イ シ ン を用 い て マ ウ ス の 発癌 実 験 を

行 つ て い る｡

実 験 方 法 は,10匹 のbtkマ ウ スの 背 部 皮 下 に,7.5

mcg/kgを 週2鳳3～4日 間隔で連続投与 したが,投

与開始後,4～5カ 月に至り,4匹 の,注 射局所の皮下

に,相 次いで,腫 瘤の形成を認め,急 速に増大してきた窃

そこで,本 腫瘤の全摘出を行い,病 理組織学的検査と移

植実験を行い,組 織学的には明かに肉腫であ り,一 方,

移植実験では,4系 統(btk,ctk,・C3H小He/MiMa,Swiss

albino/Ma)の 中,Swissalbinoを 除 いて,他 では殆ど

全例に移植可能である事を知つた｡

尚,本 腫瘍の本態並びにその他の生物学的性質の詳細

は,目 下追及中である｡

(19)Carzinophilinの 作 用 機 序 に

つ い て

田口鉄男 ・芝 茂｡伊 藤一二 ・

沢 田秀作 ・山本 典

大阪大学微生物病研究所臨床研究部外科

赤 木 朝 治

同上 化学療法研究部

私 達 は 抗癌 物 質 の 作 用 機 構 に つ い て の 生 化 学 的 研 究 の・

一 環 と して ,エ ール リツ ヒ腹 水 癌 細 胞(以 下,ETC)の

代 謝 機 携 に 及 ぼす 各 種抗 癌 物 質 の 影 響 に つ い て追 究 して

い る｡

今 回 はCarzinophilin(CAP)のETCの 解 糖 並 び に呼

吸 作 用 に 及 ぼ す 影 響 を 主 とし て ワー ル ブ ル グ 検 圧 装 置 に

て 観 察 し,更 に ア ル カ リフ ォ ス ブ ァ タ ー ぜ(alkali-ph)

等 の 酵 素 活 性 に 対 す る 影 響 を 検 討 した 成 績 を報 告 した｡

ETCは マ ウ ス腹 腔 内に100万 個 移 植 した 後1週 間 目J

の も の を 採 取 洗 瀞 して 用 い た｡

ETCの 解 糖 係 数は 呼 吸 係 数 に 比 較 して 大 で あ る｡0・Z

%の91ucose,fructoseを 基 質 と してETCの 嫌 気 的

解 糖 作 用 を み た が,CO2の 発 生 な らび に 乳 酸 の 産 生

(Summerson法)が 著 明で あ つ た｡

こ のETCの 旺 盛 な る糖 解 作 用 に 対 して,CAPは 阻.

害 的 に作 用 し,CO2の 発 生 並 び に 乳 酸 の 産 生 を 反応2

時 間 後 で 約60%減 少 せ しめ た｡目 下,更 に,解 糖 の妙

何 な る 段 階 に て 阻 害 す るの か 検索 中 で あ る｡

ETCの 呼 吸 作 用 に 及 ぼ す 影 響 はKUN等 の 方 法 仁 準

じて 行 つ た が,CAPはETCの 自家 呼 吸 並 び に 基 質 呼

吸 に は 何 ら阻 害 作 用 を 認 め な か つ た｡又,CAPは ラ ヅ

ト心 筋 及 び肝 の 自家 呼 吸 並 び に コ ハ ク酸 添 加呼 吸 に対 し

て も何 ら影 響 を 与 え な か つ た｡

つ ぎ に,CAPのalkali-ph活 性 に 対 す る影 響 を荻 原

一JOHNS-LEINHARTの 方 法 に 準 じて 測 定 した｡

正 常 マ ウ ス肝alkali-phに 対 してCAPは 著 しいii1ii・'

性 促 進 効 果 を 示 した｡

ETC移 植 マ ウス肝 のalkali・-phは 移 植 後10日 以 後
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に活性が著 しく増大するが,こ れにCAPを 投与治療せ

る群では,さ らに著明な活性の増大を認めた｡

なお,肝 カタラーゼ活性に対してはinvitroに て何

ら影響を与えない｡

以上,CAPはETCの 解糖作用に阻害的にalkali-

ph活 性 には促進的に作用する｡

(20)泌 尿 器 腫 瘍 に 対 す る抗 腫 瘍 剤 の

成 績

林 法信一｡高 橋友男 ・道中信也

広大医 ・皮泌科教室

1)尿 路悪性腫瘍24例 中ナイ トPミ ンを16例 に,ザ

ルコマイシンを6例 に,ア ザンを2例 に使用 し,そ の有

効率はナイ ト口ミン69%,ザ ル コマイシン67%,ア

ザ ンは無効であつた｡

2)副 作用発現率はナイトPtミ ン56%ザ ル コマイシ

ン50%,ア ザ ソ100%で,5回 注射迄の発現頻度はナ

イトロミン67%,ザ ル ユマイシソ33%,ア ザ ン75%

で,ザ ルコマイシン詠最も低率で,発 現時期も他の2者

よりは遅い様である｡副 作用としては食欲不振,悪 心嘔

吐,悪 感戦漂,発 熱等の頻度が大である｡

3)白 血球減少は検査 し得た18例 中14例(78%)

に陽性に認められた｡

(21)ペ ニ シ リ ンの 出 血 に 及 ぼ す 影 響

に つ い て(続 報)

中 原 健 三

阪 大 第1外 科

昨年の本学会に於て,6,000u/cc以 上 の高濃度のペ

ー:一シリンは血液凝固を阻害し,又 局所に25,000u/cc以

上の高濃度のペニシリンを大量投与すると局所の出血時

間は延長する事を報告したが,斯 様な現象が,ペ ニシリ

ン固有の作用であるか,或 はその分解産物にも見られる

非特異的な作用であるかを調べる為,そ の分解産物中で

ペニシリンに構造の近いペニシロン酸及びペニリン酸に

ついて実験を行い.ペ ニシリンのそれと比較した｡

〔1〕 ペニシPtン 酸ソーダ;一 之はペニシリン程は

水に溶け易 くないので25,000u/cc相 当濃度迄の成績し

か得られないが,ペ ニシリンでは血液凝固時間の延長の

ある6,000u小ccで も,3'15"で 対照と差異はなく,凝

固時間の延長のある25,000u/cc相 当 濃 度で も5'30"

であつて,ベ ニシリンより遙かに凝固を阻害する力が弱

い｡又,こ の濃度では溶血が認められた｡

〔2〕 ペニリy酸 ソーダ:一 ペニシリンで血液凝固

時間の延長の認められる6・000u/cc相 当濃度で凝固時

間は、4,10"で 対照とあまり変化な く,12・000u/cc相 当

濃度で5,29",SO,OOOu/cc相 当濃度では12時 間で血液

が凝固した｡ペ ニシリンでは,12,000u/ccで は18'で あ

り,50,000u/ccで 最早全 く血液凝固が起らないから,

ペニシリンよりも阻害する力が劣つている事が分る｡又

この場合も50,000u/cc相 当濃度で溶血が見られた｡

〔3〕 ペニシリン水溶液の熱破壊:一 沃度法で測定

したが,100℃,2分 間で約10%,5分 で約70%,10

分間で約80%が 破 壊され,分 解産物にはべニシロン酸

ペニリン酸を始め更に分解のすすんだ ものが混在 してい

るから,之 による実験では何が影響を与えるかを明かに

出来ない｡

以上の成績から,ペ ニシリンの血液凝固を阻害する作

用は主 としてペユシリン固有の作用によるが,一 部はそ

の分解産物にも見られる非特異的な作用であろうと思わ

れる｡

(22)婦 人 科 領 域 に 於 け るPenicillin

-V使 用 効 果

青河寛次 ・野 間政敏 ・林 均

京都府立医大産婦人科

婦人科領域に於げるPenicillin(Pc)一 一Allergieの 臨床

諸課題につき種々追求中の吾が教室では,こ れに関連し

た一つとして,Pc-V内 服 の治療効果 と,Allergieを

中心 とした随伴症状を検討 したので,以 下報告する｡

1.婦 人淋疾の治療成績:

先 ず分離淋菌のPc一 感受性を測定した結果,全 く抵抗

性を認めず｡毎6時1回20万 ～40万u投 与し,9例

中8例 に有効であつた｡そ して,急 性～亜急性の症例で

は,い ずれ も3日 以内に菌消失をみた｡

2.非 淋菌性感染症の治療成績

Pc感 受性菌によると思われる性器感染症26例 中19

例,そ の他3例 中2例 に有効であり,72.4%の 治癒率を

示 した｡

急性重篤例では1回40万u投 与が望ましいが,亜 急

性中等症例では40～20万uの 範囲内に差を見出さなか

つた｡

3.Allergie反 応及びその他随伴現象

過去にPc筋 注時癌痒性発疹を生じた6例 を含むPc

皮内反応陽性13例 その他に対し詳しく観察 したが,こ

の中1例 に皮膚型迅速反応の出現を来した｡

これを要するに,婦 人科領域に於ける淋菌,連 鎖球菌

その他の感受性菌による諸種感染症38例 に対 し,Pc-V

の経 口投与を行つたところ,従 来のPc-G筋 注に決し

て劣らない満足すべき治療成果を得た｡叉,筋 注による

過敏症例を含め殆どの症例にAllergie症 状 を来さなか

つたから,こ れはPc-Allergieに 対する本剤内服の優

れた性質を うかが うのに便利な知見である｡
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(23)Trichomoniasisに 対 す る2-

acetylamino-5-nitrothiazole

(Aminitrozole)の 治 療 価 値

青河寛 次 ・野間政敏 ・林 均

京都府立医大産婦人科

難治で屡々再発を反復するTrichomoniasis(Tr.)を

根 治するには,よ り強力な化学療法剤の発見 とその合理

酌体系的な投与形態の確立が何よりも必要である｡

最近,新 しい抗原虫性物質として米国でAminitrozo-

1eが 注 目され ようとしているので,吾 が 教室でも昭和

31年 以降検討を重ねている｡今 回は,最 近迄の成績を総

括 し,こ れに基づきその治療価値を以下の如 く意味ずけ

た｡

1.Trichomenasvaginalis(T.v.)の 薬剤感受性:

最近に分離した新鮮T.v.76株 の最少発育阻止濃 度

は,大 凡0.5～4.Omcg/ccの 範囲にある｡

2.膣 内T.v.に 対 する内服効果

1日300mg内 服により,軽 症～潜在型の膣内T.v.

に 対 し,15日 間以内に約21%が 有効で,そ の大部分は

=投与開始9日 以内,総 量2,700mgで あ る｡

然 しながら,そ の有効率は低 く,且 つ,典 型的Tr.

に対 しては全 く有効例をみなかつたから,こ の投与量の

範囲では,本 剤内服のみによつてTr.の 治療を望むこ

とは甚だ困難 と思われ る｡

3.尿 路 内,配 偶者性 ・尿器内T.v.に 対する内服効

果

女子尿路内T.V.及 び 配偶者尿 性器内 丁.V.に 対

しては,略 々Tric夏omycinと 同一程度に有効であり,

本 剤内服の一義的な意味はこの点に存すると云える｡

4.経 膣投与効果

局所投与は可能且つ 有効な方法である｡即 ち,1日

50mg含 有膣錠使用により7日 以内に約90%,膣 内

丁.V.が 陰転 した｡

5,経 口 ・経膣併与効果

本剤は,上 述結果から全身的並びに局所的に投与が有

効 且つ必要なことを知 りえたので,そ の併用意義を追求

した｡

即ち,時 期的に同時に併用を開始しても意味がなく,

又,膣 錠使用後に再発防止のため月経時内服を行つても

特に認むべき効果を発見できなかつた｡

従つて,併 与効果の真の意義は,吾 が教室で先にTr三・

chomycinに よ り実証した如く,そ の遠隔成績から検討

す べきもののようである｡

6.薬 剤投与時の随伴症状

若干例に,胃 腸症状,局 所刺戟症状等を来したが,い

ずれも単独投与時の障害 とはならない｡た だ,併 与時,

ア レルギー性(?)発 疹 を来し注目される｡

(24)昭 和32年 京 都 地 方 に 流 行 せ る

赤 痢 菌 の 薬 魏 耐 性 に 就 て

中 沢 昭 三

京都薬科大学微生物 ・東大伝研第

5研 究部

久野 優 ・紫 田公子

京都薬科大学微生物

私共は昭和32年 京都府下並びに市内に於て流行した

赤痢菌約150株 の各種抗生物質に対する感受性を調べ,

次の如き成績を得た｡

(1)Strept◎mycinに 関 しては全株感受性の低下は

認められず,昨 年並びに一昨年に見られた様な高度耐性

株は全く存在 しなかつた｡

(2)Chloramphenicolに 関 しても同じで昨年府下

分離株に認められた様な高度耐性株は全 く存在 しなかつ
●

た｡

(3)Chlortetracycline}こ 関 して は 昨 年 同様,耐 性

株 が 高 率 に 認 め られ た｡

(4)Oxytetracyclineに 於 て は 市 内分 離 株 の 中 の1

株(Shigeliafiexneri2a)の み 非 常 に 高 度 の 耐 性 を 示

し800mcg/cc(十)1,000mcg/cc(一)と 言 う,私 共昭

和26年 以 来 始 め ての 高 度 耐 性 株 が 得 られ た が,こ の も

の は 同 時 にChlortetracycline及 びTetracyclineと

完 全 な 交 叉 耐 性 を 示 した｡そ の他 の株 は 全 部 感 受 性 株 で

あ つ た｡

(5)Oxytetracycline高 度 耐 性 赤 痢 菌 の 細 菌 学 的,

免 疫 学 的 性 状 に就 て は形 態 は膨 化膨 長,染 色性 は 変 らず

集 落 は 全 部R型 集 落 を 示 し電 子 顕 微 鏡 学 的 検 査 で は著 明

な 菌 体 内 構 造 の 変 化 が 認 め られ,毒 力は 減 弱 し,生 化字

的性 状 に 於 て は 硝 酸 塩 の 還 元 性 が 無 くなつ て い る｡又 免

疫 血 清 学 的 検 査 で は 凝 集 反 応 に於 て 正 常 菌 と大 差 が な か

つ た が,抗 元 性 菌体 内毒 素 栄 養要 求 等 に 関 して 更 に 検 討

中 で あ る｡

(25)伝 染 性 膿 痂 疹 原 因 菌 の ペ ニ シ リ ン

耐 性 に 対 す る 年 次 的 推 移 に つ い て

石 神 嚢 次 ・高 木 峻 徳 ・斎 藤 広

大 阪 医 大

伝 染 性 膿 痂 疹 病 原 茜 の 白 色 葡 萄 球 菌 のPeに 対 す る抵

抗 度 の 年 次的 推 移 を検 した｡発 育 阻 止 濃 度 は1947年,

0.09u/cc,O.78u/ccの もの が1954年 に は20u/cc,40

u/cc,'5Qu/ccと な り,1955年 で は20u/cc,40u/cc,

80u/cc,1956年 に}ま、70u/cc,100u/cc,本 年 に は62・5

u/cc,と な る｡殺 菌 濃 度 で は10u小cc,12・5u小ccが1954




